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臨 界 多 重 散 乱
広島大 ･総合科学部 大林康二 ･吹野陽一 ･渡部三雄
臨界光散乱は,静的ならびに動的臨界現象を研究するための有力な実験方法である｡近年
の実験技術の向上によって,極めて高精度の測定が可能となったが, 2つの重要な問題が未解
決である.その 1つは,臨界指数 での決定である｡この指数は,古典的なornstein-Zernicke
型の相関関数からのずれを示すものであるが,高精度の測定にもかかわらず,決定的な実験が
なされていない｡もう1つは,動的臨界現象における, Kawasakiの理論とFerrellの理論と
の差の験証である｡
-132-
